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◆新年度のごあいさつ
　朝夕の冷え込みも厳しくなり、山の木々の葉も色づく季節となりました。皆様

におかれましては、健康に留意され過ごしていただきたいと存じます。

　さて、去る 8 月 25 日には、従来の若草園を支える会総会に代わる役員会を開

催し、昨年度の事業報告や予算等が承認され、現役員体制も２年目に入りました。

今年度も宜しくお願い申し上げます。

　本会の課題のひとつである、皆様から頂いた会費の有効活用について、昨年度

はホーム活動支援金を交付しました。支援金の主旨を理解してもらうため、若草

園のホームリーダー会において直接提案させてもらい、その運用についても職員

の方々から意見を頂きました。その結果、すべてのホームと自立支援事業あおば

から交付の申請があり有効に活用されました。

　各ホームでは誕生会やイベントの充実、小旅行、児童を励ます会、あおばでは

退所者が気軽に集まれる企画の準備などが職員の創意工夫と活動の時間確保の努

力により行うことができました。年中行事に加え、支援金を利用して児童の学業

に対する頑張りを同じホームのみんなで称えあう機会を設定するなど、児童たち

一人ひとりの日々の生活に合わせてこのような活動を実施してくれました。本事

業の主旨を十分理解していただき、誠に感謝する次第です。また、小旅行を企画

するにあたり、児童の意見を重要視するなど、子どもの権利条約の視点に立った

ホーム運営がされたことは特筆すべき点だと思います。このような体験がこども

の成長と発達に対して大きな支援になれば良いと願っています。昨年度はコロナ

禍で企画されたホーム活動が中止となった例もあり、すべてが順調に実行された

わけではありません。引き続き今年度も積極的な活用を目指したいと思います。

　もう一つの課題として賛助会員の拡大があります。幡多地域にある唯一の児童

養護施設の認知度は決して高いとは言えません。新型コロナウィルス感染状況を

見ながら、対象者らへの面会も含めたＰＲ活動と情報発信に力

を入れていきたいと思います。

◆新年度会員募集について
　若草園を支える会の会員には会費や寄付金によってお支えいただく会員と、会

費や寄付金を必要としない賛助会員がございます。いずれも３年間は機関誌をお

届けします。３年が終わる頃には、個別に継続の意思を確認させて頂きます。

　今、この会報が郵送されている方で引き続き賛助会員を希望される方は、特に

何もして頂かなくてもかまいません。また、お友達を会員／賛助会員にご紹介く

だされば幸いです。同封のハガキ等をご利用下さい。
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◆役員会報告
　表面あいさつの通り８月２５日（木）18:00 ～ 19:00、若草園管理棟地域交流

多目的ホールにて役員会を行いました。その中で次のような意見が挙がりました。

　・ホーム活動支援金で不足はないか？

　・どこかでパッと使うより日常生活でやる気を養うような使い方が良い

　・会報を送る期間を３年間とする方法は続行する

　・次回から会報の送付先として保育所にも拡大する

　・市の広報へ行事案内（ガーデンパーティー）など記事を掲載して頂く

　コロナ禍３年目でガーデンパーティーなど園の開放行事ができておりません

が、今後もこの会報を通じて活動の様子をお知らせいたします。ご意見・ご質

問がございましたら、お寄せ下さい。

　

◆会費納入済み表示
　すでに今年度会費を頂いた方や、複数年度の会費を頂いております方に

は、封筒宛名ラベルの右下に「2022 年会員」の表示がございます。発送作

業の都合上、会員募集のお知らせが同封されておりますが、あしからず御

了承ください。お知り合いの方などに広めて頂ければ幸いです。

◆若草園を支える会収支決算
　2021 年度（2021.7.1 ～ 2022.6.30）の会計報告です。会員 175 名（新規 6 人、

学校 31 名、保育所 3 名、関係機関 19 名、民生児童委員 34 名、人権委員 4 名、

薬乱防止協 6 名、卒園児 2 名、保護司 1 名、取引先 12 名、法人役職員 7 名、区

長 3名、OB・OG13 名、寄付者 12 名、その他 28 名）、寄付 3名 18 口でした。

▲ 総会の様子
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ゆうちょ払込手数料 合　　　　計19,477 0

卒園お祝い金2名 60,000 今年度の収支 ＋60,002 

在園児支援 322,214 差　引　残　高 6,953,297

支える会文庫本棚増設 18,000

会報印刷代 41,825 ＜基金資金内訳＞

役員会案内切手代 2,650 普通預金（幡多信用金庫下田支店）353,297

合　　　　計 464,166 定期預金（　　〃　　８口　）　6,600,000

今年度の収支 ＋52,834 

差　引　残　高 283,904


